日本義肢装具学会　海外渡航助成金支給制度
応募申請書と添付資料の一覧、記載の注意

応募申請書1　申請書
・申請者の氏名、生年月日、所属等を記入してください。また顔写真を貼り付けてください。
・海外研修や海外留学の経験がある申請者は明記してください。

・希望する補助対象①もしくは②を選択し、該当する補助対象者にチェックを入れてください。
・義肢装具に関わるリハビリテーションチームの場合は、代表者１名が記入してください。異なる職種の同行や職種に偏りがある場合は、その目的と理由を以下に記載してください。リハビリテーションチームメンバーの氏名、生年月日、所属等も記入してください。
・ページ内に収まらないときは、ページを足してください。
応募申請書2　業績
・業績を１頁にとりまとめください。義肢装具を含む支援機器に関する業績のみの記載とします。応募者が筆頭著者、主演者であるものは、先頭に○を付けてください。

・添付される代表論文または抄録のコピーのものは先頭に◎を付けてください。
・査読の有無について記載してください。
・業績が多い場合は、フォントの大きさを変えず、厳選して記入してください。

・リハビリテーションチームの場合は人数分・個別の業績を記入してください。

・業績が無い場合は未記載で提出してください。
応募申請書3　応募動機
・臨床業務や研究業務、その他の活動との関連がわかるように記載してください。
・これまで国際関係の活動を行った経験がある者は、それと関連づけても構いません。
・学生の場合は、現在興味があることや将来挑戦したいこと等も記載することができます。

応募申請書4　概算書
・予算の概算を正確にご記入ください。概算書は１頁で用意してください。金額の合計は、渡航日数や渡航先によって異なることが考えられます。金額の合計が50万円を超える場合は、50万円までが助成上限となります。金額の合計が、50万円を満たない場合は、記述した金額で審査を受けることになります。審査により、予算の概算が適正でないと判断した場合は一部減額されます。複数の応募を承認することになった場合も減額される可能性があります。
応募申請書5　推薦状
・本学会正社員あるいは所属先の上長が作成し、推薦者の直筆署名が必要です。
・リハビリテーションチームが1施設で勤務、かつ推薦者が3名の推薦をする場合、推薦状は１枚で提出してください。リハビリテーションチームが他施設/他会社である場合、推薦状は2枚ないしは3枚必要となります。
添付資料1 投稿原稿（抄録，予稿，論文）のコピー（該当者のみ） 

添付資料2 採否通知結果（該当者のみ）

添付資料3 施設訪問先の承諾書(該当者のみ)
添付資料4 在籍証明書(学生のみ)
チェックリスト

・送付する応募書類の確認をし、このチェックリストも送付してください。また、他の機関へ助成金を申請している者はチェックをいれてください。学会発表で演題の採択が決定していない場合はチェックをいれてください。助成金の一部減額に関する確認や帰国後の報告書作成の確認事項についても確認してください。
以上の書類一式はメールで下記に送付してください。
申込宛先
　〒113-0033　東京都文京区本郷5-23-7　義肢会館　201
一般社団法人　日本義肢装具学会　国際化委員会
電話　03-3817-5821　　E-mail：office@jspo.jp
海外渡航助成金支給制度に関してご質問がある場合は、送付先のメールアドレスまでお問合せください。
海外渡航対象期間：2026年9月1日〜2027年8月31日  
今年度の応募の締め切り：　2026年6月15日（必着）
日本義肢装具学会　海外渡航助成金支給制度
応募申請書1 申請書
	6カ月以内の

顔写真

（3.5×4.5cm）




氏名:               　　　　　　   

生年月日: 　　　年　　　月　　　日　（満　　　歳）
性別:             
会員番号：             
所属、役職：             　　　　　　　　　　　　
所属先住所と電話番号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
自宅住所と電話番号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
E-mail: 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
学歴:

職歴: 
学位・専門資格:
義肢装具を含む支援機器関連の海外研修や留学等の有無：（□有　□無　）
　　有りの場合、研修・留学経験を箇条書きで記述してください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

日本義肢装具学会での活動の有無：（□有　□無　）
　　これまで各種委員会等に従事したことがある場合は、箇条書きで記入してください。
日本義肢装具学会の研修セミナーの受講歴

これまでに日本義肢装具学会の研修セミナーを受講した経験がある場合は、箇条書きで記入してください。
希望する対象枠（①、②のいずれか）
· 補助対象①：「海外義肢装具関連学術大会への参加・発表、あるいは参加のみ」

学会/協会・大会名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

会　期：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

会　場：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

会場所在地：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

発表演題：（発表の場合は記入）
補助対象者：
□義肢装具を含む支援機器に携わる医療従事者、□研究者、□学生（会員）
· 補助対象②：「海外の義肢装具関連施設へ訪問」

施設名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

期　間：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

施設所在地：
補助対象者：
□義肢装具を含む支援機器に携わる医療従事者、□研究者、
□義肢装具を含む支援機器に関わるリハビリテーションチーム
（3名：医師、療法士、義肢装具士等）
異なる職種の同行や職種に偏りがある場合は、その目的と理由を以下に記載してください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
リハビリテーションチームメンバーの氏名、生年月日、所属等を記入してください。
メンバー①
氏名:               　　　　　　   

生年月日: 　　　年　　　月　　　日　（満　　　歳）

性別:             
会員番号：             
所属、役職：             　　　　　　　　　　　　
所属先住所と電話番号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
自宅住所と電話番号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
E-mail: 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
メンバー②

氏名:               　　　　　　   

生年月日: 　　　年　　　月　　　日　（満　　　歳）

性別:             
会員番号：             
所属、役職：             　　　　　　　　　　　　
所属先住所と電話番号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
自宅住所と電話番号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
E-mail: 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
日本義肢装具学会　海外渡航助成金支給制度
応募申請書2 業績
＜英語論文＞
＜国際会議での口頭発表/ポスター発表＞
＜日本語論文＞
＜国内学術大会での口頭発表/ポスター発表＞
日本義肢装具学会　海外研修制度候補者

応募申請書3 応募動機
日本義肢装具学会　海外渡航助成金支給制度
応募申請書4 概算書
費用の明細
	事項
	金額

	例）交通費　国内外含む
	

	例）宿泊費
	

	例）学会参加費
	

	例）空港税
	

	
	

	
	

	
	


合計　　　　　　　　　　　円
＊申請可能な費用の項目を挙げています。
＊必要に応じて名前を変更し、行を増やしてください。
＊不必要な例は消去してください。
＊外国の通貨の場合、見積取得時もしくは概算書作成日のレートで換算し日本円で記入してください。
日本義肢装具学会　海外渡航助成金支給制度
応募申請書5 推薦書

日本義肢装具学会

理事長　　殿
下記の推薦理由により

（氏名）　　　　　　　　　　　　　氏　を
日本義肢装具学会　海外渡航助成金支給制度候補者として推薦します。

推薦理由：

　

（西暦）　　　年　　月　　日

推薦者（自署）　　　　　　　　　　　　　
推薦者所属　　　　　　　　　　　　　　　
役職　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

日本義肢装具学会　海外渡航助成金支給制度
チェックリスト
他の助成機関へ申請の有無
（□にチェックし、必要事項を記載）
(他の助成機関から助成決定の通知があった場合には、速やかに連絡してください)

□１．ない

□２．ある　助成機関名（　　　　　　　　　　）助成金名称（　　　　　　　　　　　）

学会発表：学術大会指定の投稿原稿（抄録，予稿，論文）および演題の採択通知
（□にチェックし、日付を記載）

□１．投稿原稿、演題の採択通知とも、本申請書に添付して送る

□２．投稿原稿を本申請書に添付して送る

　　　演題採択通知は　　月　　日　迄に受けられる見込みなので、別便で送付する

□３．投稿原稿は演題募集開始（　　月　　日）後、別便で送付する

　　　演題採択通知は　　月　　日　迄に受けられる見込みなので，別便で送付する
□４．学会発表はしない

送付書類一覧

· 応募申請書１～5
· 添付資料1　投稿原稿（抄録，予稿，論文）のコピー（該当者のみ）
· 添付資料2　採否通知結果（該当者のみ）
· 添付資料3　施設訪問先の承諾書(該当者のみ)
· 添付資料4　在籍証明書（学生のみ）
その他の確認事項

· 概算書の内容が適正でないと判断した場合は一部減額されることがあります。
· 複数の応募を承認することになった場合も減額される可能性があります。
· 帰国後、報告書の作成を3カ月以内に行ってください。
· 渡航費は一旦自己負担となります。帰国後、領収証やチケット、半券等を提出してください（チケットや半券が発券されない場合や回収される場合は写真等の証拠書類を提出してください。電子チケットの場合はスクリーンショットで保存してください）。概算書内の費用と照らし合わせ、確認が取れ次第、助成金が給付されます。

＜応募申請書の作成に当たって留意すること＞





日本義肢装具学会海外渡航助成金支給制度は、若手会員が海外義肢装具関連学術大会へ参加、または義肢装具関連施設へ訪問することにより、国際交流をはかり、日本の義肢装具の発展と本学会の発展に寄与することを目的としています。


助成金を受け取る者は、帰国後に本学会への報告書の提出や本学会学術大会等においての口頭発表を行い、海外渡航で得られた経験を本学会会員と共有してください。


審査は、申請者の臨床経験や学術経験、将来性を含めて総合的に判断いたします。


応募するに当たっては、上記に留意の上、応募要項と添付資料を十分に確認してください。





日本義肢装具学会国際化委員会








